
鍼灸健康学科
カリキュラムツリー

科学的思考の基礎を養う科学的思考の基礎を養う

科学的思考の基礎を発展させる科学的思考の基礎を発展させる

科学的思考能力を身につける科学的思考能力を身につける

国家試験合格を目指して集中的に学ぶ国家試験合格を目指して集中的に学ぶ

鍼灸技術の基本を学ぶ鍼灸技術の基本を学ぶ

西洋医学を理解する西洋医学を理解する

鍼灸学を総合的に学ぶ鍼灸学を総合的に学ぶ

現代鍼灸医学を学ぶ現代鍼灸医学を学ぶ

漢方薬を学ぶ漢方薬を学ぶ

基礎医学を学ぶ基礎医学を学ぶ

発展的な鍼灸医学を学ぶ発展的な鍼灸医学を学ぶ 鍼灸臨床の関連事項を学ぶ鍼灸臨床の関連事項を学ぶ
鍼灸臨床の鍼灸臨床の

実践能力を高める実践能力を高める
多職種連携の多職種連携の
能力を高める能力を高める

スポーツ学と運動学を学ぶスポーツ学と運動学を学ぶ 古典的鍼灸医学を学ぶ古典的鍼灸医学を学ぶ

鍼灸師としての基礎教養を高める鍼灸師としての基礎教養を高める

起業と経営に起業と経営に
ついて学ぶついて学ぶ

医療の連携について学ぶ医療の連携について学ぶ

国際的交流の能力を高める国際的交流の能力を高める

S Science & Art

科学的知識と技能を学び続ける力

鍼灸師に必要とされる専門的知識・技能を習得し、
教養的知識を有するとともに、鍼灸師として適切な
コミュニケーション能力とチームアプローチを習
得し、それらを臨床現場で活用しQOL向上に寄与
できる。

P Problem-solving

問題を解決する力

鍼灸師として必要な専門知識と技術などの論理的
思考力と対話が出来る能力を有し、それらを総合
的に活用しながら正確な判断のもと問題解決がで
きる。

T Teamwork & Leadership

チームワークとリーダーシップを
発揮する力

鍼灸師としての高い専門性と多職種連携の技能を
有し、アジア地域の一員として異文化の理解をし、
対象者および保健医療福祉スポーツ分野の複数の
職種の人たちと横断的・融合的なコミュニケーショ
ンを図りながら、リーダーシップを発揮できる。

E Empowerment

対象者を支援する力

社会人として、また医療人として、幅広い視野を持っ
てさまざまな問題に柔軟に対応できる能力を備え、
高い倫理観や寛容な人間性を身につけている。

S Self-actual izat ion

自己実現を達成する力

最新の医療情報・鍼灸技術の進歩に広く関心をも
ち、生涯を通じて主体的・意欲的に学習できる。
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鍼灸健康学特講演習Ⅰ（基礎）●
鍼灸健康学特講演習Ⅱ（臨床）●

卒業研究●

リハビリテーション鍼灸学実習● 関係法規● 臨床実習Ⅲ●
医療連携と鍼灸●
高齢者ケア実習●

新領域の鍼灸●●
プレゼンテーション方法論●
高齢社会学●

連携総合ゼミ＊●●●●●
地域連携学●●●●●

臨床実習Ⅱ●

臨床実習Ⅰ●
医療面接演習●

経済と経営●
起業の精神と実践●
鍼灸経営学●

手技療法演習●
鍼灸臨床で応用するストレッチ術演習●
鍼灸の歴史と偉人●

高齢者鍼灸学●
高齢者鍼灸学実習●
健康美容鍼灸学実習●

スポーツ鍼灸学●
スポーツ鍼灸学実習●
シニアスポーツ鍼灸学●
レディース鍼灸学●
レディース鍼灸学実習●
健康美容鍼灸学●
災害と鍼灸●

スポーツ心理学●
トレーニング論●
スポーツ外傷●

予防とコンディショニング演習●
運動生理学●
運動機能解剖学●
スポーツ・実践＊●●●●●

スポーツ・健康●●●●●

日本語表現法Ⅰ●●●●
日本語表現法Ⅱ●●●●
ボランティアの世界●●
コミュニケーション学入門●
対人コミュニケーション論●●
心理学の世界●●●
人間を知る●●
命の倫理●●●●
QOLの世界●●●
こどもの世界●●
アスリートの世界●●●
臨床医の世界
加齢と身体●

食を楽しむ●
眼の神秘●●
義肢装具の世界●
新潟学●●
国際保健の世界●
国⺠の生活と健康を⽀える仕組み●
現代社会と経済●●●
法学Ⅰ●
法学Ⅱ●
臨床の哲学●●●
臨床技術の世界●●
留学の魅力●●
シティズンシップ教育入門●●●●

放射線の基礎と人体への影響●●●
新潟水俣病の理解●●
一次救命処置法●●●●
東洋医学的養生●
自然人類学概論●●
データサイエンス概論●●●
アスリートサポートの世界●
比較認知科学の世界●●
アカデミック・ライティング●●
チームアプローチ入門●●●●●
情報処理Ⅰ●●●
情報処理Ⅱ●●●●

方剤学●

漢方薬概論●
生薬学●

解剖学実習●●
生理学実習●
免疫学●
公衆衛生学演習●
疼痛学●
栄養学●●●

臨床鍼灸学Ⅰ（内科・神経内科）●
臨床鍼灸学実習Ⅰ（内科・神経内科）●
臨床鍼灸学実習Ⅱ（運動器）●
臨床鍼灸学Ⅱ（運動器）●
臨床鍼灸学Ⅲ（感覚器）●
臨床鍼灸学実習Ⅲ（感覚器）●
リハビリテーション鍼灸学●
メンタルヘルス鍼灸学●
メンタルヘルス鍼灸学実習●
疼痛管理鍼灸学●
鍼灸治効理論実習●

鍼灸治効理論●
鍼灸リスクマネジメント学●

伝統鍼灸診断学演習●
中医診断学演習●

研究プロジェクト演習Ⅵ●

研究プロジェクト演習Ⅳ●
研究プロジェクト演習Ⅴ●
基礎医学研究セミナー●
臨床研究デザイン学●
ジェンダー論●
臨床倫理学●

研究プロジェクト演習Ⅱ●
研究プロジェクト演習Ⅲ●
情報処理Ⅲ●●●

リハビリテーション学各論●
メンタルヘルスマネジメント●
心の発達と維持●

経絡経穴学実習●
灸技術学実習●

鍼技術学実習●
経絡経穴学●

臨床医学総論●
臨床医学各論Ⅰ内科・神経内科●
臨床医学各論Ⅱ運動器●●
臨床医学各論Ⅲ外科●
臨床医学各論Ⅳ感覚器●
リハビリテーション学総論●
メンタルヘルス学●
臨床薬理学●
救急学●●●●●
養生学●

哲学●
倫理学●
科学論●
情報科学●●
研究プロジェクト演習Ⅰ●

●●●●●：関連するSTEPSの能力

＊：複数学年で履修可能な科目
注）赤字は必修科目

基礎教養科目群
保健医療福祉教養科目群
保健医療福祉連携科目群
専門基礎科目群
専門専攻科目群

鍼灸と統合医療●●●
鍼灸健康学ゼミ●
社会鍼灸学●
連携基礎ゼミ●●●●●
保健医療福祉連携学＊●●●

基礎ゼミ●●
社会連携実践演習Ⅰ＊

中医診断学基礎●
伝統鍼灸学概論●

東洋医学概論●
鍼灸健康学概論●

解剖学Ⅰ●●
解剖学Ⅱ●
生理学●
病理学●
病理学実習●
公衆衛生学●●●

英語Ⅱ●●

英語Ⅰ●●

国際交流演習Ⅰ＊●●●●
韓国語Ⅰ＊●
中国語Ⅰ＊●
スペイン語Ⅰ＊●
ドイツ語Ⅰ＊●
アカデミック英語Ⅰ＊●●

アカデミック英語Ⅲ＊●●

社会連携実践演習Ⅱ＊●●●●
国際交流演習Ⅱ＊●●●●
韓国語Ⅱ＊●
中国語Ⅱ＊●
スペイン語Ⅱ＊●
ドイツ語Ⅱ＊●
アカデミック英語Ⅱ＊●●


